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The purpose of this study is to propose standardizing a meaning of recreation. The meaning 
is in the chaotic situation in Japan. Accordingly， recreation movement has not been well 
developed. The study consists of four points of view: (1) the derivation of a term 
“recreation"; (2) the usage of the term “recreation" in daily life; (3) the relations between 
recreation and leisure life and/or working life; and (4) the research activities in “recreation" . 
The study suggests a definition of “recreation" as recovery of humanity in terms of the 
derivation of a word. The study also proposes the use of another word other than 
“recreation" for expressing recreational activitics and behavior. Finally， the study indicates that 
the importance of the use of a standardized term in research. 
緒
近年 rレクリエーション」とL、う言葉が日常的に使われることが多くなり，この言葉が使われる場部も多岐
にわたるようになった.余暇時間の増加や「人間らしい生き方」を模索しなければならない世相のなかでは当然
の現象であろう.
しかし， レクリエーションとL、う言葉が用いられる機会や場面が多くなればなるほど，この言葉に，より明石室
な意味が求められることになるのであるが，現実には「レクザエーションとL、う言葉のJa:味Jは明l穫ではなく，
いまだ混沌とした状態にあるといっても過言ではない.
レクリエーションという言葉を，その場かぎりの都合で安易に用いることは，結局「レクザエ…ションとは何
ぞやJ，という最も重要な問題を援きざりにした，較し、(あまり援要なものではなし、)意味のぎ築としての佼置
づけしか持たず，将来的にも綬味で，さほど重姿でない言葉としての域を出ないものとなる危険性がある.
レクリエーション研究の分野においてさえ， レクリエーションの本質的な窓、味を追求することがさほど重視さ
れず1)2) 現象的な部分での研究が先行する傾向がある.現象的.J主体的部分の研究もま変重であることには遼い
ないが，基本的な部分(特に言葉の意味)での合意、や統ーがなし、かぎり，それはそれぞれの領域における狭い範
囲だけの価値しか持たないものとなり， レクリエ…ションという言葉を用いるすべての領域に影饗な与え，その
発展に寄与する研究とはなり得ないのである 3) このことは，苦労の末に生まれたまを重な研究の社会的な認知
を疎外することにもなり，また，わが閣におけるレクリエーションの発展にとって大きなマイナスとなることで
もある.
レクリエーションの意味として，いくつかの概念が存在することは既に多くの研究によって明らかであり，そ
れぞれの概念の存在理由も，時代的背景Aや価値観の変遷などの理由から当然のものとして潔解できるのであるが，
「レクリエーションとL、う雷築の怠味」が，いくつも存在すること自体が問題なのである.ある言葉を表す意味
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は基本的に一つであるべきて、あり，その基本的な一つの意味が符代的背景や価値観の変遷にかかわらず，いつの
時代においても大切にされてこそ，その言葉が表そうとしている理念や鴛学が発展していくのである.
すべての人々が悶ーの意味でレクザエーションとL、う言葉を認識し，またレクザエーションに関する研究の場
においても，その底辺としての「レタザエーションの意味」が共通に潔解されなければ， レクリエーションとい
う言葉をし、かに大きく叫び，また宝愛媛な研究がどれほど多く試みられようとも，それは砂上の楼閣でしかないの
である.
人間の生き方とのかかわりのなかで， レクリエーションの使命が大きく求められ，その発展が期待されている
現在，レクリエーションの研究と実践に携わる者が，率先してその窓、味を確立し，啓蒙にカを尽くすことが急務
である.またそのことは，わが腐の社会において，レクリェーションが正当で、高い評価を得ることにもなり，そ
の研究や実践に対して今以上の大きな期待を寄せられることにつながるのである.さらにこのことは，レクザ zー
ションに罰する研究活動や笑践が，人々の豊かで幸せな生活にとって， ¥， 、かに重要なものであるかを認識させる
ことにもなるのである.
研究の方法
レクザエーションの窓味z'確立するために， レクリエーションというぎ繋が本来何を意味すべきものなのかに
ついて，“語源"“言語の使用"“隠逮する手士会事象"“研究上の必要性"等，四つの観点、から考察する.
「語源的側面」については，客観性と深まりのある先行研究を参考に， レクザエーシ g ンという言葉の本質的
な意味を探ち r言語使用の側部Jからは， レクリエ…ションという言葉がどのように使われるべきなのか，ま
たレクリエーションに関連する具体的率象に対してどのような雷雲定を用いるべきなのかについて，鷲学的課題の
一つである<内包>と<外延>の関係を当てはめながら探ってみたい.
さらにレクザエーションに関連する「社会的事象の側面」からは，労働や余般とL、う人間の社会的生活の場頑
とレグリエーシ aンとL、う言葉との関係について，人間の本質における労働や余暇の{附随とからめながら， レグ
ザエーションが本来的に目指すべき目的は何なのかを語源的意味との関係から考察し rレクザエーション研究
領域の側面」からは，レクリエーションに関する研究活動の充実やレクザエーション学そのものの発展のために，
レクリエーションの意味が確立されるべき必要性やレクザエーションとL、う言葉が持つべき意味について考察す
る.
考察
1.語源的観，IJ磁
言葉の意味を探り，それぞれの言葉がどのような意、味をもって佼われるべきなのかを知ろうとするとき，それ
ぞれの言葉の語源的意味へのアプローチを抜きにしてそのことは不可能である.
レクリエーションに衡する語源的側面からの先行研究も多くあるが，そのほとんどは十分な考察がなされてい
るとはいえない.そのような先行研究のなかでは『筑波大学体育科学系紀要(I978)~ において，片岡らが考察し
ている Oxford英語辞典等による歴史的概念の展開に関する語源の解釈引が最も適切であると怒われる.
それによると，英語閣において recreationは re-creationよりも早くから使用されていたとされ recr開"
tionの最も早い用例は「食事を共にすることによってリフレッシュすること縫い飲食， (精神的影響および飲
食による)元気閥復，滋養」として 1390年から現われていると述べ，その後のいくつかの用例から recreation
は「生活空間のあらゆる側簡に適用されて来た概念で、あることがわかるJ とし rレクリエーションの概念とし
て明確化されるべきものは，あらゆる物を照らす太陽光線に相当するものを求めるということになるj 5)と考
察している.またドイツ諾では，レクザエーションと同語源・同義務のrekreationに注目し rekreationの意味
の一部をerholung(気情らし，休養)が構成し，また他の一部をbelustigung(娯楽，楽しませる，姦ばせる)が
構成しているとし， r rekreationはlust(愉悦，快楽)の意味を含んでくるj 6)としている.
このような考察から，片何らは「レクリエーション」を，英語の語源においては「飲食物の摂取によって生じ
てくるようなある穏の人間内部における変化j，またドイツ語においては「失われたものを取り戻し，及び檎悦J
であるとし， レクリエーションの目指すものを「人が生き続けていくためのエネルギー」であるとしている 7)
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また，片隠は『レタリエ…ション学の方法』のなかで，英語溺において recreationという名前が与えられてい
た“ある一群の事実"が f失われた「何かj (カとかエネルギー)を再び創り出す，取り戻すとL、う釜本的な構
造を持っていることが伺われるJ8)と述べている.
このように見てくると， レクリエーションという言葉は「人間にかかわるある状態Jを表す言葉として出発し
たことが分かり，ある状態とは「人が生き続けていくためのエネノレギーの回復j，つまり「人間伎の凶復」なの
ではないだろうか，というところにたどりつくことになる.また recreationは語源的に愉悦や侠楽等，人間に
とっての心地よさの意味も含まれているため，ここで言う「人間性の回復」は，その過程において「楽しさや喜
び」の要素を含むものであると考えられる.
さらに，このような事実と考察から， レクザエーションとL、う言葉がもともと具体的な行動や活動そのものを
示していたき薬ではなかったことも分かるのである.
2.言語使用の側箇
ある言葉を使F認するとき，その言葉の持つ意味が投げ手と受け手の陪で共通に理解されて初めて言語としての
意味を成すものであるが，レクリエーション」とL、う言葉は，現持点においてそのような共通理解の上に立っ
て使用されている言葉とはいえない.
篠図は『レグザエーション鷺学』のなかで『“レクリエ…ション"という言葉を聞いたとき，多くの人びとは
何を思い浮かべるであろうか.恐らく緩めて多くの観念が混乱したかたちで存在することであろう.確かにレグ
リエ…ションという言葉は日常化し一般化してきており，使用頻度も多いがそれが何を意味しているかという
ことになるとかなりあいまいで， • . • . J 9)と述べている.
既に，いろいろな立場や考え方でレクリェーションとL、う言葉が用いられているわけであるが，その用い方に
おいて，あまりにも大きな差安感じる場頭は，この言葉が根本的な意味を表して用いられる場合と，問符に具体
的な活動を指す窓味で用いられる場合である.あるミ警は，語源的な意味を生かした「人間性の閥復」とL、ぅ人間
の生き方のーっとしての姿を窓味する根木的な観念として用い，またある者は，いろいろな遊びゃ旅行・スポー
ツ・芸術など具体的な活動を意味して用いるような場合である.このことは，言葉の概念な探る場合の哲学的課
題の一つである<内包(intension)>と<外延 (extension)>の関係にある事柄に対して，問ーの言葉を用いて
しまうことになるのである.
<内包>と<外延>の関係について篠田は『レクリエーションの実態概念は， レクリエーションの実際行われ
ている実態をみつめつつ，この語な逐語してし、く過程において明らかになっていくだろう.誘の意味を確定する
には，論理学的な規約に従うのがよいであろう.普通レクザエーションという諮の意味には， 2つの側衝がある.
たとえば，いろいろな遊び・ゲーム・スポーツ・登山などの活動は，すべてレクザエーションと呼ばれ，レクリ
エーションという語の<外延 (extension)>を構成している.すなわち， レクリエーションという語の外延は，
この言葉にあてはまるような，いろいろな事物の集合から成り立っている.J 10)と論じまた芳賀はその関係を
『レクリエーション概念の内包とは「生きる活力を再び作り出すこと j，'人間特有の行為j，'楽しい活動」
といった共通の本質的特性(概念の性質)である.概念の内包を確定することを「定義」と呼んでいる.外延か
らアプ戸ーチするとは，どこまでがレクリエーションとし、う言葉を使って誤りではなし、かを検証することである.
我々がレクりエーションの意味を知っているということは，飽均の現象に対してこれはレクザエーションである，
あれはレクリエーションではないと判断できるということである.すなわちレクリエーション概念の外延を知っ
ているということなのである.J 1 )としている.
ある言葉が根本概念を指す言葉として使われるとき，その同じぎま突が<外延>としての具体的な事柄を指す意
味で使われることがあってはならないのである.そのような使い方をするかぎり，その言葉に対する議論も~転
を続けることになり，一番肝心な基幹となるべき「定義」は生まれてこない.
何事においても，まず根本概念を指す「定義」としての言葉が確立され，次にその根本被念を兵現化する具体
的な事項を意味する別の言葉がそれぞれの立場で用いられるべきなのである.それは 'el的」を表す言葉と，方
法 手段J を表す言葉との関係に似ている.これをレクザエーションとL、う言葉の場合にさ当てはめてみると次の
ようなことがし、える.
ある目的を表す「レクザエーションj とL、う言葉があり，その目的を達成するための方法や手段として「レク
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リエー ショ、ノ活動Jrレクリエーション行動j などの言葉が使われるべきなのである rレクリエーション」とい
う言葉を使って表すべきものは，あくまでもその理念や目的とするものでなくてはならない.具体的な活動や場
産立を表す場合には「レクリエ…ション活動としてのゲームJrレクリエ…ション行動としての旅行J というよう
に使うべきであり r今日のレクザエーションはゲームを行ないます」や「今年のレクリエ…ションは旅行に決
まりました」などのような使い方をするべきではないのである.
このように rレクリエーション」という言葉と「レタザエーション活動」や「レクリエーション行動」とい
う言葉を使い分けることで，レクリエーションの根本概念の部分に対する視点がより明確になり，定義づけに関
する議論も実りあるものになる.また「レタリエーショ、ノ活動」や「レクりエーション行動」としてのJ主体的な
種目やその在り方についての議論も，より明確な土俵の上で行えるのである.たとえ面倒であっても rレクリ
エーション」という言葉と「レクリエーション活動Jrレクリエーション行動」等の言葉を， レクザエーション
にたずさわる研究者やレクザ zーション活動を指導する指導者が，率先して使い分けるべきなのである.
3.関連する社会的議象の叙IJ蛮
現在，レクリエーションという も頻繁に用いられる場商は，労働や余i較とL、う人間の社会的生活の部
分である.
労働とレクリエーションの関係は， レクリエ…ションが「労働力の存生産Jや「労働によって失ったものの回
復」をil味するi雪葉として使われるようになったときに始まり，特に「労働によって失ったものの凶後」という
概念はレクりエーションの倒的のーっとして現在も大きな意味を持っている.しかしある時期にレクリエーショ
ンとL、う言葉がそのような意味を強く持って使われ，また現在もそうであるとしても，諮滅的にみてそれはレク
リエーションの本質的な目的ではあり得ないことは明白である.
レクザエーションとL、う言葉が，さまざまな符代的背景の都合で色々な意味を持たされてきたことは，古関が
『我が国におけるレクザエーシ g ン観の変遷』のなかで述べているが 12) それによるとレクリェーションの意
味とされたもののほとんどが，レタリ且 ションの本質的な部分を鐙きざりにし，それぞれの時代の締儀綴や政
策的な意図によって作り出されたものであることが分かる.
レクリエーションの語源的な意味における「人間伎の回復」とし、う本質的な部分から考えたとき I労働によ
って失ったものの回復」とL、う概念も，失ったものが「人間性」であり，回復すべきものもまた「人間性Jであ
るという点では慾味を持つことになるが，それはあくまでも「失ったものの閥復」とL、う部分でレクリエ…ショ
ンの本質と関連するのであり，決して「労働Jそのものと関連するものではない.人間性を失わせる原因として
存在するさまざまな要因のーっとして「労働Jが考えられるのであり，その意味でレクザエーションとL、う言葉
を必要以上に労働と関連づける必然伎はないのである.
たしかに現代社会においては，人間性を喪失させる原因として，労働とし、う場衝が大きな位援を占めているこ
とは疑う余地はないが，たとえそれがし、かに大きな部分であったとしてもすべてではなく，あくまでも一つの部
分であることを忘れてはならない.人間性を喪失させるものは労働の場面以外にも，過密な都市や過疎の農村に
おける人間関係など，さまざまな日常の地域社会における生活の場面にも存在するのである.
レクリエーションが本質的に意、味するものは，原因が何であるかにかかわらず r人間性の回復」とL、う部分
そのものであり， レクリエーションという言葉がかかわるのは，人間のすべての生活に対してなのである日
このように考えてみると， レグザエーションとL、う言葉は労働に対して存夜するのではなく，まして労働に対す
る補償の窓味を持つものではない.もっと幅の広い人間の生き方にかかわるものであることが分かるのである.
労働の場面が，人間性を喪失させる大きな部分であることは前に述べた.労働の場面で失った「人間らしさの
発揮Jや「人間としての喜び」などは，人間が人間らしく生きるために，どこかで取り戻さなければならない問
題であり r余綴の善用J とし、う考え方の存在は 14) 余暇という時間のなかでそのことを考えようとする発想の
表れである.たしかに，余暇を有効に使うことによって，そのなかで人間らしく生きることもできるし，人間ら
しい喜びを得ることもできる.現在のような社会の組織や状況ではレクリエーションの大きな役割がここに存在
することも事実である.
しかし，レタリエ…ションの本質を「人間伎の問復J として考えるとき r余椴における人間性の回復」や「余
暇における楽しい活動Jなどは， レクリエーションという言葉が表す本質的な意味にはなり得ないのである.な
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ぜなら，余暇が「レクリエーション」のためにし、かに逃した待問であっても，レクリエーションとL、う言葉には，
本質的に「余駁」とL、う時間的な制限が含まれていないと考えるからである
「人間性の喪失」がすべての時潤で起こり得ることは疑う余地がなく I人間伎の回復」もまたすべての時間
で考えなければならないのである.余暇とL、う時聞が「人間伎の回復」にとって都合の良い有効な時間であり，
「人部性の鴎復」を呂的とする活動のほとんどがこの時間に集中していることも事実であるが，そのことで大切
な部分に対して錯覚を持つてはならない I人間性の回復」が可能である時間は，余暇とL、う場面以外にも存在
することを忘れてはならないのである 15)附.
「余暇における人間伎の回復」をレクリエーションの意味として使うとき，それはレクリェーションの本質的
な「人間伎の凶復」を余暇とL、う場面でのみ可能とする誤解を生じることになり，v也の時間における「人間性の
回復」への可能性や努力を封じることにもなる.また，ある時間のみで「人間性の回復J を可能として考えるこ
とは，その時間以外での「人間性の喪失」を肯定することにもなり，労働やさまざまな社会生活を「より人間ら
しく生きるJ場面としてとらえようとする窓識宏奪うことにもなる 人間の生きる時間をトータんとして考える
とき，すべての時間で人間らしく生きることが追求されるべきであり， ¥， 、かなる時間においても人間性の喪失が
脊定されるべきではないのである
このように，労働や余暇とL、ぅ人部の社会的生活の側面をレクリエーションと関連づけて考えてくると，労働
はレクリエーションを必要とする原因の一つであり，余暇もレクリエーションを実現するための一つの時間で‘し
かないことが分かる. レクリエ…ションとL、う言葉の意味を明縫にするためには， レクリエーションの本質的な
部分における労働や余椴との関係を根本的に整理し，語源的にも合理性のある定義づけが必要とされるのである.
'また， レクリエーションとL、う言葉を労働や余暇と関連づけて使用する場蔚においても I労働の結果， レク
リエーションを目指す活動が必要であるJ とか「余暇におし、てレクリエーションを考えるJI民常生活における
レクリエ…ションとしての行動Jなどのように，それぞれの本質的な窓味が整理されて用いられるべきなのであ
る
4.レクリエーション研究領域の側部
近年，レクザエーションに関する研究領域の拡がりには践を見張るものがある.レクリエーションが本質的に
持っている意味の大きさと深さを見せつけられるような気がする.
レクリエーションに関する研究の手引委?としては，現在のわが国における最もまとまったものとして『レクザ
エーション学の方法』があり，それによるとレクザエーションに関する研究領域は次のような分類になる.
大きくは I歴史と原論J I意識と行動J I活動とプログラムJ Iサービスと運営管理J I資滋と設問J I政策と運
動」の 6撃に分類され，それぞれをさらに細かくみていくと Iレクリエーションの歴史的研究J Iレクリエーシ
ョンの哲学的研究JIレジャー・レクリエーション行動に関する研究JIレタザエ…ション活動に関する研究JIレ
クリ旦ーションプログラムに関する研究J Iレクリ Z ーション指導に関する研究J Iレクリエーションサービスに
関する研究J I運営管理に関する研究J Iレクザエーション資源・空間に関する研究J Iレタリエーション政策に
関する研究J Iレクリエーション運動に関する研究J等に分類されている打)ことが分かる.
さらにこれらは，それぞれのテー?によって，さまざまな学問領減に関連することになり，その関係する学問
領域は，単純に考えても哲学・隆史学・社会学・心理学・経済学 財政学-経営学・地理学・教育学-体育学・
生理学 医学・工学・造歯学・林学・農学等を考えることができ，レクリエーション研究に関連する学問領域の
広さに驚かされる.
このことは，江橋が第 14四日本レクザエーション学会大会の講演「これからのレクリエーション研究」のな
かで次のような諸点について述べている Iレクリエーション研究は新しい分野であり，新しい研究の可能性の
ために閤定的な枠組みを避けるf就に体系化された歴史ある学閉鎖域の研究や研究方法からアプローチするf中
心となる領域を横軸に，諸学からのアプローチを縦軸にとって，その二つの枠組みの結び会わせで研究をすすめ
るJ Iレクリエ…ション研究は学際領域であり，綴広く柔軟性のある考え方で臨みたいJ等 18)である.
このようにレクリエーションに関連する領域は多岐にわたり，その研究の可能性には前途に洋々たるものがあ
り，これらの研究にたずさわる2苦にとってこれほど恵まれた領域はないともいえる.
近年， レクリエーションに関連する研究は，ますます多くなり，文字どおり学際的な研究領成として脚光を浴
-75一
(吉田)
びている.しかし，つぎつぎに発表されるレクリエーションに関連する研究に接するとき，それぞれの研究が素
晴らしいものであればあるほど，時として不安を覚えることがある.なぜなら，労苦の結果である研究成果が真
に価値あるものであるために必要な基本的部分が蹴きざりにされたままになっているような気がしてならなし、か
らである.
義本的な部分とは， レクリエーションという?言葉が表すべき概念のことである rレクザエーションとは何かJ
というレクザエーシ g ンの基本的な意味については，燈史的あるいは鷲学的な綴点で研究がすすめられているが，
未だレク Pエ…ション学の領域内でさえ共通潔解念得ているとはL、えないし，まして関迷する誇領域においては
なおさらである.
レクリエーションに関連する領域が広ければ広いほど，またレクザエ…ション研究に対する期待が大きければ
大きいほど，この基本的な部分での共通潔解が急がれるのである レクリエ…ションという言葉を使った研究で
ありながら，領域ごとに別々の解釈から出発し，研究の結果もそれぞれの領域内でしか理解されないものが多く
なっているのが現実のようである.本来的には，レクザエーションという同じ言葉を使った研究であるならば，
どのような領域におし、ても，それらの研究が正確に理解され，さらには正当に評価されるべきなのである.
現在のレクリエーションtこ関する研究と研究領域の姿を図 lのように示すことができる.また，図2は本来の
理想とする姿を示している.
八
レクリエー ション学
鎖域 領域
レクリエー ション レクリエー ション レクリエー ション
Fig. 1. Present structure in recreation research activities. 
、¥ 八 /グ
レクリヱ ション
Fig. 2. Proposed structure in recreation research activities. 
図lは， レクリエーションに関する現在の研究活動にとって，それぞれの研究の底辺となるべき「レクリエー
ションの意味」がばらばらなままであり，そのうえに積み上げられる研究成果としてのミ三角形も，ほとんど関遠
性を持たないものとなっていることを示している.
図2は，本来の理怒的な姿として， ~ 、かなる研究領域や研究テ…?であろうとも，その底辺である「レクリエー
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ションの意味」を同じくした場合の関連性と共通性合示している.斜線部分は， l 、かに研究領域が離れたもので
あっても，底辺の一致による理解と合意の存在を示している.
まとめ
「語源的仮ij簡」からは， レクリエーションという言葉が，もともと「生活空間のあらゆる側函に適用されてき
た概念を持ちJ 19) その概念の中心となるべきものは rあらゆるもの照らす太陽光線に相当するJ 却)意味を
持つべきであるとして，人間にかかわるある状態 r人が生き続けていくためのエネノレギーの回復J，つまり「人
間性の回復J とL、う概念をレクリェーションとL、ぅ言葉の本質的な意味とするべきであるとした.当然，ここで
いう「人間性の回復」の窓味は，その過程において「楽しさや喜びJ の要素が大きな意味を持っていることも含
んでいる.
「言語使用の側部」では， レクザエーションの意味に関する混乱は， レクリエーションという言葉を使用する
場面における駿味さに大きな原因があるとして，その綬昧さを追求しさらに言葉の明確な使い分けについての
必要性を指摘した.特に哲学的課題の一つであるく内包>と<外延>の関係から， レクリエーションの本質的な
;窓味と，その<外延>として存在するさまざまな言葉の窓味を探り，それらがどのように使用されるべきかを考
察している.具体的には rレクリエーション」とL、う言葉と「レクザエーション活動Jや「レクザエーション
行動」などを区別して使用することの意味と重要性を切らかにした.
「関連する社会的事象の側面」では，労働や余暇の場協におけるレクリエーションの意味を明確にするととも
に r人間伎の回復」とLづ概念を本質的な意味としたとき， レクリエーションが労働や余暇という社会的毒事象
とのみ関連するものではないことを指摘している.さらにそのような考察のなかから，レクリエーションが人留
の生きるすべての時間に関連するものであることを位援づけ，レグザエーションというi言葉の窓味の大きさを切
らかにした.
「レクリニ乙ーション研究領域の側面」では， レクリエーション研究に関連する研究領域の驚くべき広さと，研
究活動に最も必要とされる基本的部分の合意が未だ為されていない点、を指摘し，これらの理白からも「レクザエー
ションの窓味」の確立と合意が念、務であることを述べた.
このように，四つの側関から考察し，それぞれから， レクリエーションの本質的な意味の磯立や淘諮の統一の
必要性について，さらに大きな今後への課題を得た.
レクリエーションという言葉が r生活安間のあらゆる側面に適用されてきた概念Jや「あらゆるものを照ら
す太陽光線に相当する概念」とL寸基本的な部分を持つとしたとき， レクリ Z ーションは，生活のすべてにかか
わる「生き方」のーっとしての意味を持ち，すべての持関，すべての場衝で大切にされなければならない言葉と
なるのである.さらに語源的意味から，その「生き方」は「人間らしさを取り戻す」という意味念持って位鐙づ
けられるべきなのである.
もちろん，ここでいう「人間性」や「人間らしさ」とは何を示しているのかを当然考えなければならないが，
これは永遠の哲学的課題でもあり，その全容を切らかにすることは不可能に近いことであるかもしれない.その
意味からいえば，狭い範罰に止まることになると思うが，ここでは「人間性」や「人間らしさ」を「回復すべき
もの」という観点から積極的な立場でとらえ，その解釈を， t伎界保健機関 (WorldHealth Organization)の健康
の定義にある安療な状態(原文ではwell-beingとなっている)とLづ表現が表そうとしている千差万別の「健
康な状態」の存在をふまえたうえで r身体的にも精神的にも，そしてまた社会的にも健康で，そのうえにさら
なる健康を常に求めうる人間に内在する状態やカJ として，一つの見解を示しておきたい.
レクザ Z ーションとL、う言葉の意味~，大きく「人間性の閥復」とすることで，語源的にも説得力のある言葉
となり， レクリエーションとL、う言葉を使用する場面においても明確な意図を持って使い分けることができるよ
うになり，そのことが，関連する<外延>としてのJ主体的な事柄の意味をも明確にすることになる.また労働や
余暇とL、う部分にレクリエーションがどのようにかかわればよL、かもはっきりし， レクリエーションが労働や余
暇とのみかかわる観念ではなく，もっと広く人間の生きるすべての時間にかかわるものであることを位援づける
ことができるのである.さらにレクザエーション研究の分野においても，それぞれの研究のベースとなる釜本的
な言葉としての「レクリエーション」を，共通した認識でー理解することができるようになり，すべての研究につ
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いて，その目的として「人間伎の回復」という最終的なテー?を掲げることで，それぞれの研究が，関連するさ
まざまな領域のなかで等しく認知され評価されることになるのである.
もはや踏践するときではない，むしろ遅きに失した感もあるが，今こそ勇気を持って「レクザエーションの窓
味の確立と統一」にとりかからなければならない そのことが，わが国におけるレクリエーションのさらなる発
展を促すことになり，ひいては人々の「より人間らし~'J 鐙かな生活を創造することになるのである.
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